
▲中四国医療生協の組合員が集いました。

▲愛媛医療生協の新病院建設現場を見学。パワーをいただきました。

▲夕食交流会で新病院建設と純増
８億円を宣言してきました！

伝 言 板伝 言 板伝 言 板

医師･医学生を
看護師･看護学生を

ご紹介
下さい！

ともに地域の医療、健康づくりのお手伝いを
していただける医師、看護師を募集しています

総合病院 福島生協病院
電話　082-292-3171

生 協 さ え き 病 院
電話　082-926-4511
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日
曜
日
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
人

が
多
く
、
昼
食
ど
き

に
な
り
ま
す
と
フ
ー

ド
コ
ー
ト
で
空
い
て

い
る
席
を
探
す
の
は

大
変
で
す
。

　

私
は
孫
と
一
緒
に
フ
ー
ド
コ

ー
ト
で
食
事
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

私
の
近
く
で
中
年
の
婦
人
が

空
い
て
い
る
席
を
探
し
て
い
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
様
子
で
す
。
婦
人
の
三
つ

向
こ
う
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て

い
た
中
学
生
三
人
の
グ
ル
ー
プ

が
早
め
に
食
事
を
す
ま
せ
、
一

人
が
婦
人
を
自
分
た
ち
が
座
っ

て
い
た
席
に
案
内
し
て
い
ま
し

た
。
も
う
一
人
は
使
っ
た
テ
ー

ブ
ル
を
き
れ
い
に
ふ
き
ん
で
拭

い
て
い
ま
し
た
。

　

席
に
座
っ
た
婦
人
が
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
う
と
、
少
し
照

れ
た
よ
う
な
顔
を
し
て
三
人
は

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

席
を
譲
る
こ
と
は
よ
く
見
か

け
ま
す
が
、
次
の
人
が
気
持
ち

よ
く
使
う
た
め
に
自
分
た
ち
が

使
っ
た
テ
ー
ブ
ル
を
拭
く
こ
と

は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

　

見
て
い
た
私
は
爽
や
か
な
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

紙
面
の
ご
案
内

２
面
…
組
合
員
の
輪
／
～
新
福
島
生
協
病
院

３
つ
の
魅
力
～
地
域
の
方
の
「
生
活

を
支
え
る
病
院
」
づ
く
り

３
面
…
大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
／
虹
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
に
ご
参
加
を
／

わ
が
ま
ち
散
歩（
比
治
山
貝
塚
）／

「
医
療
福
祉
生
協
の
い
の
ち
の
章
典
」

（
案
）っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
？
／
無

料
法
律
相
談
の
ご
案
内

中四国ブロック
組合員活動交流集会開催！

編集部連絡先
〒733-0031 広島市西区観音町16-19
電話 (082)532-1264(代)･FAX(082)532-1267

　

２
０
１
２
年
12
月
４
日
・
５

日
で
愛
媛
県
道
後
に
て
中
四
国

組
合
員
活
動
交
流
集
会
が
開
催

さ
れ
、
中
四
国
に
あ
る
18
の
医

療
福
祉
生
協
か
ら
４
９
１
名
が

一
堂
に
集
い
ま
し
た
。
当
生
協

は
21
名
（
10
支
部
16
名
、
理
事

４
名
、
組
織
部
１
名
）
が
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
そ
の
後
の
話
し

合
い
で
は
、「
自
立
し
た
市
民

が
同
じ
目
的
を
持
っ
て
協
力
す

る
」
と
い
う
協

同
組
合
の
心

と
、
四
国
の
文

化
で
あ
る
「
お

せ
っ
た
い
の

心
」
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
日
目
の
分
科
会

で
は
、
６
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
の
話
し
合
い
で
し
た
。

　

集
会
の
終
了
後
に
は
、
当
生

協
の
参
加
者
で
愛
媛
医
療
生
協

の
新
病
院
建
設
現
場
を
見
学

し
、
愛
媛
医
療
生
協
の
中
塚
組

織
部
長
か
ら
概
要
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
私
た
ち
の
新
病
院

建
設
に
向
け
て
、
大
き
な
知
恵

と
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「
回
想
法
」
で
認
知
症
予

防
？ 

懐
か
し
い
写
真
に
話

が
弾
む

　

福
島
支
部 

12
月
５
日
㈬

　

生
協
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
に
て

「
認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
学
習
は

「
も
う
聞
い
た
こ
と
あ
る
よ
～
」

と
言
う
方
な
ど
多
い
で
す
が
、

今
回
は
「
回
想
法
」
を
用
い
た

認
知
症
予
防
を
み
ん
な
で
行
い

ま
し
た
。

　

回
想
法
と
は
、
昔
懐
か
し
い

も
の
の
写
真
を
見
な
が
ら
子
供

の
こ
ろ
の
思
い
出
話
を
語
り
あ

う
方
法
で
、
懐
か
し
い
・
楽
し

い
と
い
っ
た
感
情
を
引
き
出
す

こ
と
で
精
神
的
な
安
定
を
は
か

り
、
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ

た
り
、
抑
う
つ
状
態
の
改
善
な

ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
写
真
を

見
な
が
ら
「
昔
の
か
ま
ど
で
炊

く
ご
は
ん
は
お
い
し
か
っ
た
ね

～
」「
洗
濯
機
な
ん
て
な
く
て
、

洗
濯
板
で
洗
っ
と
っ
た
ん

よ
！
」
と
子
供
時
代
の
話
に
花

が
咲
き
、
帰
る
こ
ろ
に
は
寒
さ

を
忘
れ
て
笑
顔
で
帰
り
ま
し

た
。

＊　

＊　

＊　

＊

大
切
な
の
は
「
地
域
の
繋

が
り
づ
く
り
」

　

東
区
南
支
部

12
月
19
日
㈬

　

東
区
牛
田
集
会
所
に
て
沖
田

看
護
部
長
を
講
師
に
「
認
知
症

に
つ
い
て
」
の
学
習
を
行
い
、

11
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
区
南
支
部
で
３
回
目
の
認

知
症
の
学
習
会
で
、
各
地
域
で

開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
方
々
と
認
知
症
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
感
じ
ま
す
。

　

最
後
に
沖
田
さ
ん
よ
り
、
学

習
会
を
単
発
で
開
催
す
る
だ
け

で
な
く
、「
地
域
の
中
で
繋
が

り
を
い
か
に
多
く
作
れ
る

か
？
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
先
、
歳
を
重
ね
た
時
に
必

要
と
な
っ
て
く
る
課
題
。
医
療

生
協
な
の
で
そ
ん
な
暖
か
い
繋

が
り
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
班
会

を
開
催
し
な
が
ら
近
所
と
の
繋

が
り
を
育
む
こ
と
が
大
切
だ
と

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

○地域の皆様・医療機関から信頼され、在宅療養・介護を支える病院を作ります！
　地域医療の拠点「ハブ」の役割を担います！

○法人内事業所をフル活用し、在宅復帰・在宅療養をサポートします！

ハブ（Hub）とは・・・
車輪の中心。
医療における地域での連携拠点病院。

1 高齢者の入院はお任せください！

3 生協病院  健康づくりの強い味方！

2 予防〜治療〜リハビリ〜在宅・介護まで、
　  まるごと担当、切れ目なく！

地域の方の「生活を支える病院」づくり
〜新福島生協病院３つの魅力〜

○地域の患者様が、医療・介護・福祉　サービス
を円滑に受けられるよう、福島生協病院が中心
となり調整します。
○在宅療養をサポートするため、いつでも入院を
受け入れることのできる体制を整えます。
○もちろん救急医療も行います。

○健康づくりの地域拠点病院としてさらに
ステップアップします！

健診センターで定期的な健診を受けましょう！
組合員になって、一緒に各種教室・班会で医療や健康に関する知識を深めましょう！
健診は組合員料金を設定しています。（一部除く）

みんなの力を結集し、ともに新病院建設に向けて頑張りましょう。
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広
島
市
民
な
ら
ほ
と
ん
ど
の
方
が

知
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
比
治
山
で

す
が
、
昔
は
海
に
浮
か
ぶ
島
で
し
た
。

比
治
山
だ
け
で
は
な
く
黄
金
山
も
江

波
山
も
江
波
皿
山
も
島
で
し
た
。
な
ん

だ
か
信
じ
ら
れ
な
い
気
が
し
ま
す
が
、

平
和
大
通
り
ぞ
い
の
「
白
神
社
」
に
は

海
岸
ぞ
い
の
岩が

ん
し
ょ
う礁
と
み
ら
れ
る
岩
が

あ
り
ま
す
。
神
社
の
近
く
に
そ
の
標
示

説
明
板
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
広
島
市
街
の
海
ぞ
い
の
相
当

な
部
分
が
浅
い
海
で
干
潮
の
と
き
は

干
潟
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
の

こ
ろ
は
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
が
い
く

ら
で
も
と
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
裏
付
け
る
史
跡
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

史
跡
の
場
所
は
社
会
福
祉
会
館
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
央
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ぞ

い
の
比
治
山
公
園
南
面
ふ
も
と
で
す
。

説
明
板
を
そ
の
ま
ま
写
し
ま
す
。

◦
比
治
山
貝
塚

広
島
県
史
跡
　
比
治
山
貝
塚

　
　

指
定　

昭
和
25
年
３
月
22
日

　
　
　
　
　

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町

　

こ
の
貝
塚
は
、
縄

文
時
代
後
期
～
晩
期

（
約
２
５
０
０
年
前
）

に
人
々
が
生
活
し
た

跡
で
、
貝
層
か
ら
は

土
器
の
外
に
鹿
の
骨

や
歯
、
石せ
き

鏃ぞ
く

、
石せ
き

錘す
い

、
石せ
き

刃じ
ん

、
な
ど
の

石
器
が
出
土
し
、
当

時
の
生
活
の
様
子
が

し
の
ば
れ
る
。

　
　

昭
和
59
年
11
月　

広
島
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
市
教
育
委
員
会

わ
が
ま
ち
散
歩 

⓫

『無料法律相談のご案内』
　毎月1回、福島生協病院医療相談室にて弁護士による無料法律相談（お一
人30分程度）を行なっています。何かお困りごとがおありの場合は、ぜひ
ご相談下さい。
　事前の予約が必要となりますので、下記のお問い合わせ先までご予約を
お願いします。
●今後の日程：毎月第3㈯を予定しています。
　　　　　　　2013年２月は16日㈯10時半です
 ●お問い合わせ先	 福島生協病院　医療相談室
	 ☎（082）292-3171㈹

お詫びと訂正
2013年１月号に同封されていた診療体制表の表記に誤りがあり
ましたので、掲載してお詫びいたします。
●コープ五日市診療所
　　　正　　火　佐々木（敏）　　木　佐々木（伸）

〜郵送で受けられます〜
郵送可能期間→2013年2月末まで

今年度の大腸がん検診はお済みになりましたか。
2012年11月から2013年2月までは自宅で出来ます。
大腸がんは、自覚症状が出にくいという特徴があり、食生活の変化
などにより増えています。しかし、ゆっくりと進行するため、早期
発見により治療が可能となります。
自宅で２日分の採便を郵送していただくという手軽な検査です。
ぜひこの期間に大腸がん検診をお受けください。

《大腸がんの検診料金について》
☆広島市在住で、40歳〜69歳の方	…………………………………400円
☆広島市在住で、70歳以上の方	………………………………………無　料
☆被爆者手帳をお持ちの方	……………………………………………無　料
☆39歳以下、又は今年検診が2度目の方
　（2012年4月以降に検診を受けられた方）は	…………………2100円
☆広島市以外の方	……………………………………………………2100円

《検診を受けるには》
1．お近くの広島中央保健生協の支部や以下の事業所にご連絡ください。
　◦福島生協病院　健診センター　　	 電話082-292-3215
　◦生協さえき病院　　　　　	 電話082-926-4511
　◦福島生協内科クリニック　	 電話082-532-1260
　◦草津診療所　　　　　　　	 電話082-272-8665
　◦コープ五日市診療所　　　	 電話082-924-0608
　◦生協組織部　　　　　　　	 電話082-532-1264
2．問診票と便容器セットをお渡しします。（郵送可能）
3．自宅で２日分採便したのち、問診票に必要事項を記入し、１週間以内
に指定の封筒に入れて提出して下さい。（郵送可）

　		※クーポンをお持ちの方は同封してください。
4．結果は後日、ご本人宛に郵送でお届けします。
※注：広島市以外にお住まいの方は、制度が異なりますので各自治体にお問い合わせください。

「大腸がん検診の無料クーポン」届きましたか？
　平成24年４月20日時点で広島市にお住まいで下記の年齢の方に広島
市よりクーポンが届きます。クーポンをお持ちの方は同封してください。
この機会に大腸がん検診を受けてみませんか。

40歳･45歳･50歳･55歳･60歳対象年齢
※クーポンの有効期限は2013年３月31日までです。

この機会に受けましょう！
大腸がん検診 

もうお済みになりましたか！

　

貝
塚
は
、
道
路
沿
い
に
あ
り
ま
す
が
、
雑

木
林
の
一
部
に
な
っ
て
い
て
特
に
目
立
つ
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
説
明
板
も
道
路
か
ら
10

ｍ
位
山
の
方
へ
歩
道
を
歩
い
た
左
側
に
あ
る

の
で
初
め
て
の
人
に
は
わ
か
り
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

虹のバレンタイン行動にご参加を
　今年も「虹のバレンタイン行動」の季節が来ました。
　今回のテーマは、消費税についての是非を問う「〝模擬〟国民投票」です。
　今年は、組合員と職員が一丸となって取り組むことになりました。創意
工夫をこらし、医療生協の活動を地域の皆さんに広げる元気な取り組みを
おこないましょう。

お問い合わせ・連絡先
広島中央保健生協　組織部　☎082-532-1264

◇日　時：2013年２月９日㈯　14:00 ～ 15:00
◇場　所：アルパークの中央通路（広島市西区草津新町）
◇目　的：消費税疑似国民投票
◇内　容：模擬「国民投票」のハガキ配布

「医療福祉生協のいのちの章典」（案）
ってどのようなもの？

１. はじめに
　1991年日本生活協同組合連合会医療部会は、「医療生協の患者の権利章
典」を確定しました。この「権利章典」は、医療の場における患者の権利
や医療従事者の責任があいまいな時代に、いち早く「患者の権利」を尊重
する立場を鮮明にした画期的なものでした。また、この「権利章典」は、
全国の医療福祉生協の活動の指針として事業と活動の質を高める役割を果
たしました。
　一方、この20年間、人口の高齢化や社会的孤立、経済格差の広がりなど
社会環境は大きく変化しました。また、医療福祉生協の活動と事業も大き
く広がりました。組合員は全国で100万人以上増え、まちづくりや健康づ
くりの活動も発展しました。介護事業が大きく発展し、2005年には「医療
生協の介護」が策定されました。
　そして今、社会保障制度の後退や東日本大震災の経験から、医療福祉生
協が「いのち」の分野でさらなる役割を発揮することが求められています。	
私たちは、いのち・くらし・健康を守る活動と運動を大きく広げるために「権
利章典」「医療生協の介護」を発展させ「医療福祉生協のいのちの章典」を
制定します。
　この、「医療福祉生協のいのちの章典」は、事業を通じて、人権が尊重さ
れる社会と社会保障の充実をめざす私たちの行動規範となるものです。

　今、医療福祉生協連では「医療生協の患者の権利章典」と、「医
療生協の介護」を発展させた文書をつくるにあたり、「医療福祉生
協のいのちの章典」を提案しています。これから数回に分けて「医
療福祉生協のいのちの章典」（案）の内容を掲載します。この機会
に「医療福祉生協のいのちの章典」がどのようなものかを学び広
げましょう。
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＝
応
募
方
法
＝

　

二
重
マ
ス
の
Ａ
～
Ｅ
を
順
に
並
べ
る
と
あ
る
言
葉
が
で
き

ま
す
。
答
え
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
、
生
協
組
織
部
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
答
え
の
他
に
、
広
島
中
央
保
健
生
協
へ
の

ご
意
見
、
お
気
持
ち
、
生
協
活
動
に
対
す
る
提
案
を
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。「
組
合
員
の
声
」
と
し
て
「
け
ん
こ
う
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
五
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。ハ
ガ
キ
以
外
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

な
お
当
選
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

答え＝Ａ□	Ｂ□	Ｃ□	Ｄ□	Ｅ□

＝前々回の答え＝
第126回11月号
「タマゴザケ」

●①

●●

●② ●③ ●④

●●Ａ
●⑤

●Ｅ

●Ｂ

●●⑥

●

●⑦

●
●⑧

●

●⑨

●
●⑩

● ●Ｃ

●⑪

●●Ｄ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
正
月
に
行
わ
れ
る
大
相
撲
の
本
場
所
。

②
二
つ
そ
ろ
っ
て
一
組
み
と
な
る
こ
と
。

③
燃
料
用
の
ガ
ス
を
導
き
通
す
く
だ
。

④
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
。
任
務
。

⑦
入
り
乱
れ
て
舞
う
こ
と
。

⑨
鶴
は
千
年
○
○
は
万
年
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
○
○
○
○
○
。

⑤
ひ
ね
る
こ
と
。
ね
じ
る
こ
と
。

⑥
デ
ジ
タ
ル
○
○
○
。
胃
○
○
○
。

⑧
浪
人
し
て
い
た
武
士
が
大
名
な
ど
に
召
し
抱

え
ら
れ
て
仕
え
る
こ
と
。

⑩
暗
い
中
で
物
を
見
る
こ
と
。

⑪
握
り
。
取
っ
手
。　

■
俳
句
・
川
柳
大
募
集

　

あ
な
た
の
ご
自
慢
の
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面

で
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
雅
号（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）で
も
可
）

（東区・とし子）

た
の
で
、
今
で
は
家
族
四

人
が
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。

○
生
協
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
が

完
成
し
て
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
今
度
は
福
島
生

協
病
院
の
新
築
移
転
。
お

世
話
に
な
る
ば
か
り
で
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
少

し
で
も
増
資
し
よ
う
と
思

い
ま
す

　
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
答

と
い
っ
し
ょ
に

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
声
で
す
。

○
最
近
が
ん
検
査
の
大
切
さ

を
よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
生
協
病

院
の
活
動
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

○
生
協
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
の

前
を
通
る
た
び
に
新
病
院

は
い
つ
で
き
る
か
な
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
さ
え
き
病
院
の
歯
科
へ
私

が
通
い
だ
し
て
、
よ
か
っ

【
協
議
事
項
】

○
２
０
１
２
年
度
生
協
強
化

月
間
の
ま
と
め
案
の
報
告

と
し
め
く
く
り
月
間
（
２

～
３
月
）
に
つ
い
て
承
認

し
た
。

○
組
合
員
活
動
協
議
会
の
任

務
及
び
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
選
出
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

○
第
58
回
通
常
総
代
会
の
議

案
書
起
草
委
員
会
と
運
営

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

○
福
島
生
協
病
院
（
救
急
室

除
細
動
器
）
の
財
務
執
行

に
つ
い
て
承
認
し
た
。

【
報
告
事
項
】

○
新
病
院
組
織
建
設
運
動
と

年
度
末
に
向
け
て
の
組
織

課
題
の
報
告
が
あ
っ
た
。

○「
い
の
ち
の
章
典
（
案
）」

「
医
療
福
祉
生
協
の
理
念

（
案
）」
に
関
す
る
論
議
の

経
過
と
今
後
の
進
め
方
の

報
告
が
あ
っ
た
。

○
健
康
づ
く
り
委
員
会
よ

り
、
健
診
紹
介
割
引
カ
ー

ド
の
紹
介
と
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加

呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

○
組
合
員
活
動
協
議
会
よ
り

積
立
増
資
協
力
者
1.2
倍
化

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

１
月
の
支
部
長
会
議
、
支

部
運
営
委
員
会
の
議
題
に

し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か

け
が
あ
っ
た
。

○
住
所
不
明
組
合
員
確
認
作

業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

12
月

 

理
事
会
よ
り

　
生
協
広
報
委
員
会
で
は
、
ひ

き
続
き
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

締 切 り＝２月28日（当日消印有効）

宛　　先＝〒733-0031
　　　　　広島市西区観音町16-19
　　　　　広島中央保健生協・組織部
Ｆ Ａ Ｘ＝０８２−５３２−１２６７
Ｅメール＝soshikibu@hch.coop

「安心して住める『福島』を取り戻すため
の活動」へのご協力をお願いします。

〜「あんしん福島募金」〜
　震災の原発事故において、今もなお福島県および近隣の県は被害を
受けています。
　日本生協連は福島県生協連より要請のありました「食の安全を守るた
めの検査機器３０台の購入」、「内部被爆を検査する装置の購入」の募
金活動の取り組みをおこなっています。
　福島県および近隣の方たちの食と健康を守るために、ご協力よろしく
お願いいたします。

詳しくは組織部までご連絡ください。

☎ 082-532-1264


